
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修繕等

既存建築物の保全及び長期活用を目的とした診断・改修技術に関する研究
 
共同研究機関名 室蘭工業大学、日本データーサービス株式会社 

担 当 部 科 生産技術部生産システム科、技術材料開発科 

研 究 期 間 平成 15～17年度 

活用方法・成果 

 建築物を長期間活用するためには、適切な

保全が欠かせません。そのためには、建物の

劣化や障害の状況を的確に把握し、必要な修

繕等の措置を講ずる必要があります。 

 この研究では、一般の技術者が実施可能な

調査診断手法や修繕改修手法の選定方法をつ

くります。また、専門の診断技術者が活用す

る非破壊診断技術を提案します。 

研究概要 

研究の目的 

・ＲＣ造建築物の簡便な調査・診断手法を提案しました。また、適切な修繕・改修工法を選定するため、様々

な修繕方法・修繕サイクルによるコストの違いや劣化進行の違いを予測するツールを提案しました。これらの

技術は、市町村や設計事務所の一般建築技術者が、簡易な建物現状把握の手法として活用できます。 

・非破壊（微破壊）診断技術の精度向上技術、新技術として、「弾性波診断技術」、「小径コアの活用技術」、

「マイクロクラックを指標とした劣化診断技術」、「凍害劣化による構造影響評価」の他、ＣＢ造や木造の診

断技術開発を行いました。これらの技術は、調査診断の専門技術者に向け、提案します。 

 

建物の劣化診断方法、補修
改修工法の選定手法 

 

非破壊（微破壊）診断技術

 

資源の有効活用や循環型社会の構築のため、
建築物の長寿命化を図ることが重要 

  
 

既存建築物の長期活用のため適切な現状把握と対応が必要

 
一般技術者が調査診断できる

簡便な手法提案が必要  

・ 建築物への適用技術・精度向上

技術や新技術の提案が必要 

 

１．調査診断技術 

管理者のための点検マニュアル 技術者のための調査診断マニュアル 

維持保全の基礎 

点検の視点 

調査方法 診断方法 

劣化事例集
劣化原因推定

データベース

通常の点検継続 

経過観察 

詳細調査・診断 修繕等

２．修繕改修手法選定技術 ３．非破壊診断技術 

推定原因 

劣化程度 

工法選定 

原因・劣化度
別工法材料デ
ータベース 

点検方法 予備情報 

シナリオ

工法 

レベル

強度、凍害、乾燥収縮、中性化、ひび割れ、内部欠陥 

マイクロクラックに
よる劣化診断技術 

凍害の構造影響評価 弾性波診断技術

材料劣化度判定 

劣化進行予測 

構造安全性判定 小径コア診断技術

コスト 

計画策定 

劣化進行予測・Ｌ
ＣＣ評価ツール 

工法評価

ＣＢ造劣化診断技術 木造耐震性能診断技術 

次のような技術開発、関連ツール開発を目標に研究開発を行いました。 


